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本稿は日本における「吹奏楽界」のあり方を，特に「自然な」呼吸というハビトゥスが〈界〉とし
ての吹奏楽界のイルーシオとどのように関わっているかに焦点を当て，県立高等学校の吹奏楽部で
ある A吹奏楽部のフィールドワークに基づいて考察したものである。ピエール・ブルデューの〈界〉
概念をふまえたここでの「吹奏楽界」は「吹奏楽に関わる人々が吹奏楽を通して構成している」もの
である（１）。ブルデューは〈界〉を「ゲーム」に例えるが，この場合それぞれの〈界〉には独自の利益，
あるいは「ゲームへの集合的な信仰」としてのイルーシオがある（２）。イルーシオは「行為者たちを
無関心状態から引き剝がし，〈界〉の論理から見て妥当であるような差別化をおこなうべく，……彼
らを方向づけ傾向づける」とブルデューは述べる（３）。〈界〉に無関心ではない当事者たちによってイ
ルーシオは自明視され，〈界〉は構成され続ける。〈界〉は定義上相対的な自律性を持つものであり，
その自律性の度合いはどうあれ，ある〈界〉の理解のためはその〈界〉自体の論理に着目する必要が
ある。
こうした〈界〉を作動させ具体的な実践を生み出すのは「界の内在的必然性が身体化された産物」
としてのハビトゥスである（４）。ブルデューによれば「界はハビトゥスを構造化」するが，同時にハ
ビトゥスが生み出す実践によって「界がひとつの有意味な世界，意味や価値を付与された世界，自
らのエネルギーを投入するに値する世界として成立する」（５）。〈界〉はハビトゥスを構造化するが，
ハビトゥスを身に付けた行為者はイルーシオを自明視し実践を通じて〈界〉の構成に寄与するため，
〈界〉とハビトゥスは相互に構成しあう関係にある。
別稿で示したように「吹奏楽界」では学校の吹奏楽部のような教育制度に関わるアマチュアの演奏
が中心的なものとみなされている（６）。また「全日本吹奏楽コンクール」のような重要視される演奏
の場では，演奏が「そこにいたるまでの道のり」，したがって練習などの部活動と結びつけられてい
る（７）。この意味で「吹奏楽界」やそれを生み出すハビトゥスを分析するためには吹奏楽部の実際の
実践に着目する必要がある。こうした観点から本稿では県立高等学校の A吹奏楽部についてのフィー
ルドワークを参照する。これは 2013年 9月から 2014年 9月の間にかけて行われた参与観察に基づい
ている。この調査から部員の生徒たちや合奏の指導も行う顧問の P先生によって進められる練習の
あり方，その中でも特に「呼吸練習」を中心に取り上げ分析する。
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呼吸は人が生きる上で不可欠のもので，通常は意識されずになされる。しかし呼吸によって音を出
し操作する吹奏楽の練習過程では，呼吸は演奏技術の一部であり，意図してなされる実践として見出
せる。また吹奏楽の活動のうち，部員たちがそれぞれ異なる楽器を演奏する中で，「呼吸練習」は部
員たちが共通して行い，かつ重要視される練習である。ここでは呼吸の上達が演奏の上達と結び付け
られているため，呼吸練習に注目することで，「吹奏楽界」におけるより良い音楽のあり方，イルー
シオを読みとることができる。呼吸練習は厳密には〈界〉が構造化したハビトゥスの生み出す実践で
あるとは言えない。しかしながら上述のとおり教育課程におけるアマチュアの演奏が中心的であると
見なされる「吹奏楽界」では，本稿で「未熟なハビトゥス」と呼ぶ獲得途上のハビトゥスが，〈界〉
の成り立ちにおいて重要な役割を果たしている。
次節では，A吹奏楽部の練習のあり方の概要を示す。その中で呼吸練習が示す位置づけについて言
及し，その規律・訓練性について確認する。ハビトゥスが〈界〉によって構造化されたものであると
すれば，練習して〈界〉のイルーシオに適う意味での上達を目指す生徒たちは，こうしたハビトゥス
の習得過程にあると言える。2節ではこうした練習のあり方をふまえながら，生徒たちの「未熟なハ
ビトゥス」と「教育的労働」の関わりを考察する。3節では「未熟なハビトゥス」が生み出す実践の
中で，「自然さ」が前提されながらそれが「探される」様相について論じる。おわりに，議論全体を
まとめ，今後の展望を示す。
??????????
A吹奏楽部の練習は原則として毎日行われ，授業のある平日は授業前の「朝練」，昼休み中の「昼練」
と放課後の練習に分けられる。昼の参加は任意であるが，朝と放課後の練習は原則参加することが求
められる。また土，日曜日や夏休みなどの休日には昼食の時間は除いて朝から夜まで練習が実施され
るため，さらに長時間の活動になる。休みの日がないわけではなく，月に一回程度の「オフ」があり，
コンクールの県大会が終わった翌日の反省会の後にあたるお盆の時期と，年末年始にはそれぞれ数日
間の休みが設けられていた。とはいえ A吹奏楽部の活動時間はその多くが絶え間ない練習の反復と
して特徴づけられるものである。これは A吹奏楽部に関するものだが，デヴィッド・エベーヤが指
摘しているように，成功する「スクールバンド」の練習時間が長いことは珍しいことではない（８）。
日々の活動の中で反復される練習内容は細分化されている。部活動としての練習時間帯は基本的に
共通しているが，各楽器によって必要とされる演奏技術は異なるため，楽器の練習は同種の楽器担当
者をひとまとまりとする「パート」ごとに分かれて同じ楽器のメンバー同士あるいは個人で実施され
る。合奏練習の場合は音楽室や視聴覚室などに集まって実施されるが，パートごとの練習は学校校舎
内の複数の教室を利用するため，練習の進行はあらかじめ決められたスケジュールに従って部員たち
それぞれが別個に進めていくことになる。合奏練習はそれぞれ異なる楽器の奏者たちが一緒になって
進められるが，各奏者の実践は当然異なる。このように一人一人の練習は吹奏楽部全体に共通のもの
として捉えることはできない。しかし他方では共通する練習のあり方も見出される。A吹奏楽部の練
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習は楽器を用いたものだけではない。歌練習，リトミック，脱力体操や呼吸練習といった，楽器を用
いない練習も日々の活動の中に組み込まれており，その練習内容は担当楽器に関わらず部員たちに共
通していた。とりわけ「呼吸練習」は楽器の音が出せない時，例えば演奏会場の外で会場が開くのを
待つ間や，コンクールの本番直前など，楽器を持たず，大きな音が出せない場合などにも実施されて
いた。呼吸練習は一年を通して全く同じ方法がとられるわけではないが，変更されることはあっても
その時々で実施される過程は綿密に定められている。呼吸練習は楽器を直接演奏する練習ではないも
のの，重要な練習とみなされており，ここに吹奏楽という音楽実践のあり方をみてとることができる。
例えば新学期に視聴覚室で行われた一年生を含む全員での初めての合奏では，P先生が「大事なも
の」を教えたいためこれから始める練習を「全員でやる」と述べた上で，最初に「呼吸練習」の説
明と実践がなされている（９）。P先生はまず「呼吸練習」が「打楽器とか弦楽器の人」も含め「呼吸
を意識するということは大事なので打楽器も弦楽器も呼吸練習をやりましょう」と言う。この時の P
先生によれば，「吹奏楽て言うくらいだから息使ってる楽器が 80％くらいいる」ため，「息を」，「ど
ういうふうなこと考えて使ってるか」理解した上で演奏することが大事だとされる。この前提のもと
「歌を歌ったりだとか，管楽器を演奏したりとか」に用いる技術として「腹式呼吸」について説明が
なされた。P先生は実際に自身で呼吸をしてみせながら，言葉による説明に加え，腹部に手を当てる
など意識する点を示すジェスチャーを通して「腹式呼吸」のやり方を示している。
ここでは管楽器演奏を実践する上での「腹式呼吸」の重要さが語られているが，管楽器が多くを占
める吹奏楽における呼吸の重要性だけでなく，管楽器でない，打楽器，弦楽器の奏者にとっても呼吸
の重要性が説かれている。P先生は「普段の生活をしている時にこんな深い呼吸は必要ありません」
と述べた上で，次のように続けている。
それ以上の，まだ使ってない部分を，歌う時とか，管楽器を吹く時は，使った方が演奏しやすい
わけだよね。そのために，自分の肺を 100％使うことが大事。だけど普段使わないもんだから，
トレーニングしないと 100％使うのなかなか難しいわけだよね。それを，今のようにゆっくり呼
吸することでもう，これ以上吐けません，もうこれ以上吸えませんていう領域を，拡げていきま
す。分かった？
ここまでの P先生の説明に対し，生徒たちは逐次一斉に「はい」と返事をしており同意している。
この説明を受けて実際に生徒たちによって呼吸練習が試みられた。またこうしたことをふまえて日々
の呼吸練習も実施されていた。
呼吸練習が端的に示しているように，A吹奏楽部の練習は，同語反復的ではあるがミシェル・フー
コーが述べるところの「規律・訓練」的なものである。フーコーは「身体の運用への綿密な取締り
を可能にし，体力の恒常的な束縛をゆるぎないものとし，体力に従順＝効用の関係を強制するこう
した方法こそが，《規律・訓練 discipline》と名付けうるものである」と述べる（10）。ここでの呼吸練
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習もまた「自分の肺を 100％使う」というように，身体の効用は最大限に高めることが目指されてい
る。実際，呼吸の普段の練習方法は綿密に決められた方式に従って実施される。図に示したのは，一
度呼吸練習の方法が変更された時の変更後の内容を示すもので，部員に配布されたプリントである
（図 1）。ここには呼吸練習の留意すべき点と詳細な方法が示されている。練習の手順は①から⑥に分
けられ配列されているが，一例として②にある手順を挙げれば「前後の状態で脱力して／ 2拍で吐き
切る→ 8拍鼻で吸う→ 8拍口で吐く→ 2拍で少し起き上がる→ 2拍で吐き切る（はじめに戻る）／ 4
回目でいつもの姿勢になるように。／ペアの人は相手の腰に手を当てて腹式呼吸をチェックする」と
書かれている。意識的に脱力し，かつ決められた手順に沿って動くというような身体の運用が求めら
れている。これはそれぞれ決められたテンポ，②の場合「♩＝60」すなわち一分間に 60拍のテンポ
で行われていた。さらにこれらの動作は生徒たち二人組で実施され，それぞれがお互いによりよい状
態を可能にするため助言し合う。これは「自分で気づけない所を」意識化するためであるという。こ
の普段の呼吸練習に P先生は関与せず，呼吸練習の方式が決められた後は，基本的には習得の過程
にある生徒たちで独自に練習が実施される。
コンクール本番直前の合奏の時であっても P先生が「音は息の結果だよ」と述べているように，
演奏における音が呼吸に左右されるという観点は繰り返し喚起されていた（11）。「腹式呼吸」は「吹奏
? ???呼吸練習の手順について書かれたプリント。A4両面印刷で部員に配布されたもので，左側が表面，右側が
裏面。ただし高校名は伏せてある。
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楽界」のイルーシオに適う音を実現する上で必要となるハビトゥスの一側面として捉えられていると
言える。しかし「腹式呼吸」が重要だとしても，その習得過程にある部員たちの生み出す呼吸は，ハ
ビトゥスが生み出す適切な実践であるとは限らないことになる。〈界〉の分析にあたってこのことを
考慮しないわけにはいかない。
??????????
A吹奏楽部の生徒たちによる規律・訓練的な日々の練習自体はハビトゥスの習得を目指す実践であ
る。ハビトゥスは定義上，「教育的働きかけ」が作用しなくなっても実践において「内面化された恣
意の諸原理を存続させることのできる」，「文化的恣意の諸原理の内面化の所産」であるため，教育の
過程にある生徒たちの実践は，必ずしもハビトゥスの産物であると述べることができない（12）。ハビ
トゥスは基本的に教育の結果身につけられるものであり，教育の途上において備わっているとみなさ
れるものではない。ブルデューによれば教育システムのもとで持続して教え込み，すなわち「教育的
労働」が行われることでハビトゥスは内面化される（13）。ハビトゥスの習得過程は，ハビトゥス自体
の成長能力とは異なるものである。身につけられたハビトゥスは「たえまなく新しい経験に直面し，
それゆえつねに経験から影響を受け」るため，「変わらないものでは」ないが，それは「歴史の産物」
である（14）。つまり変化し成長するための投資を行う能力であるハビトゥスはそれ自体獲得されるも
のであり，あるハビトゥスの獲得以前の状態を想定することが可能である。実際のところ，吹奏楽部
の生徒たちは無垢の状態とは言えず，ブルデューの論からすれば，家庭において身につけられる第一
次的なハビトゥスはすでに習得していると想定される。しかし将来的に習得されると見込まれる二次
的なハビトゥスはまだ身に付けられてはいない（15）。
実際に A吹奏楽部の活動では，生徒たちは自身の元々の聴こえ方とは異なる「観客の耳」を想定
し演奏すること，またそのような「客観的な耳」の習得が求められていた（16）。生徒たちは自身で適
切な音を認識し，演奏することがはじめからできるとは想定されていない。こういった音を出しまた
聴くことは，生徒自身の練習という実践を通して習得が目指されるが，生徒だけではなく「教育的労
働」，ここでは指導者の教え込みや部活動の制度化された活動によって補完されつつ実践される。練
習は吹奏楽部において最も長い時間が費やされる活動である。この点で「吹奏楽界」による実践の産
出が教育システムと切り離せない状況にあるといえる。そしてこのことを踏まえるならば，「吹奏楽
界」は少なくとも部分的には，適合的なハビトゥスが生み出すであろう実践を必ずしも生み出すこと
のできない「未熟なハビトゥス」が産出する実践によって構成されていることになる。
ここで用いる「未熟なハビトゥス」の語は，周東美材が「日本のメディア文化をめぐる「児童性」，
すなわち，可愛らしさ，たわいなさ，純粋さ，悪戯性，および，そうした「児童性」を愛でその成
長を見守ることを喜びとする社会的な価値意識」として規定している「未熟さ」をふまえている（17）。
通常〈界〉に適合しているわけではない実践は〈界〉において重要なものとはならないことが想定さ
れている。しかし「そこに至るまでの道のり」の青春の物語が呈示される演奏の場としてのコンクー
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ルが重視されるような「吹奏楽界」のあり方からすれば，未熟さが生み出す実践は価値づけられたも
のであり，無視することはできない（18）。〈界〉の成立の上で，適合的でないハビトゥスの生み出す実
践が重要な位置を占めることは，「吹奏楽界」の特徴的な点であると言える。
ただしここでの「未熟さ」はそのままに愛でられ見守られるだけではない。「吹奏楽コンクール」
で「いい賞」の受賞が可能であるような演奏が目指される中で，長時間かつ綿密に定められた練習が
なされることが通常のこととして想定されるのであり，「未熟なハビトゥス」は愛でられながらも，
成長を促す「教育的労働」とともにあると言える。また「教育的労働」は顧問の教師や指導者によっ
てのみ担われるのではない。A吹奏楽部の練習においては，個人練習やパート練習はそれぞれ外部講
師による指導がなされることもあれば，P先生が直接指導することもあるが，多くの場合は生徒たち
のみで実施される。パート練習は各パートにつき一人が担当する「パートリーダー」を中心として進
められ，個人練習についても上級生が下級生に教えることもあれば，学年の別なく助言し合うことも
ある。A吹奏楽部では P先生をはじめ指導者による「教育的労働」があると言えるが，合奏は別とし
ても，パートごとに分かれて行われる個人練習やパート練習が人数の限られた指導者によって監督さ
れ続けることは事実上不可能な状態にある。そのかわり生徒たちは自分たち自身で練習を実施してい
るのである。この点で教育的労働は「未熟なハビトゥス」自体からも生み出されると言うことができ
る。生徒が教えることも可能であり実際に教えていることが見出される以上，想定される「未熟なハ
ビトゥス」とは全くの未習得状態を指すわけではない。しかし他方で，指針なく「未熟なハビトゥス」
が〈界〉にとって適切な実践を生みだし続けることができるわけではない。未熟なハビトゥスがいい
演奏や音，言い換えるなら「吹奏楽界」のイルーシオに適う実践を生み出すことあるいはそれを目指
すことが可能なのは，決められたやり方で練習の方法が定められ，また適宜 P先生や外部講師によっ
て指導が行われるためである。適切な実践を産出するハビトゥスに至らないものとして規定される
「未熟なハビトゥス」は未来完了的なもの，前―ハビトゥスである。
〈界〉のイルーシオは当事者にとって通常自明視されるものだが「未熟なハビトゥス」はそうした
イルーシオに適う実践を必ずしも生み出せるわけではない。生徒たちは「吹奏楽界」において「いい
賞」やそれを実現するはずの「いい演奏」を目指して練習に取り組むが，「いい演奏」という技術を
必要とする実践については自身で生み出せない。この点で〈界〉のイルーシオとそれに適う実践を生
み出す技術を習得するため「教育的労働」を受ける従順な身体となる。このような生徒たちの身体は，
次節で再び「腹式呼吸」に立ち返って見るように，練習によって人為的に自然化される身体である。
??????????
「腹式呼吸」と呼ばれるような呼吸法は A吹奏楽部でのみ重要視されているわけではない。先に P
先生が一般論として述べていたように，呼吸を利用して音を鳴らす管楽器が関わる吹奏楽において
は，A吹奏楽部に限らず「呼吸法」の習得が重視されている。アマチュアを中心とした吹奏楽団体の
全国的な活動は昭和初期に確立していくが（19），その当初から演奏技術としての呼吸法についての記
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述は見られる。日本で最初の吹奏楽雑誌である『ブラスバンド』にはすでに「総て声楽にしても吾国
の謡曲にしても，息を必要とするものは昔から臍下丹田に力を入る事が諭されてゐるが，ラツパ吹奏
の要領も総てこの調子と同様である」と書かれ，「吹く時は胸に力の入らない様に心懸けて，吹く力
を臍下丹田に入れて腹で呼吸する事が理想的である」と記されている（20）。ただし，ここでは腹式呼
吸という語は用いられておらず，また必ずしもこうした呼吸の重要性が説かれ続けてきたわけではな
い。1949年出版の『吹奏楽の教え方』は日本では二次大戦後初めての吹奏楽指導書となるが，ここ
には呼吸法についての記述はない（21）。しかしながら 1959年に出版された『スクールバンドの指導と
運営』では「美しい音色や豊かな音量は，正しい呼吸法から生れるのは承知の通りです」と記されて
おり，「生徒はなかなかこの呼吸を意識し」ないと述べられながらも，「次第に，自然のうちに腹式呼
吸ができるように訓練」することの必要性が自明のものとして提示されている（22）。以後現在に至る
まで「吹奏楽界」における良い演奏を実現する技術としての腹式呼吸の重要性は自明視されている。
現在の全日本吹奏楽連盟の理事長である丸谷明夫が監修している吹奏楽についての著作のシリーズに
は一冊呼吸を扱ったものもある（23）。そこでは例えば呼吸法について「「吹奏楽の呼吸法＝腹式呼吸」
であることは，どんな人とも意見が一致しますが，問題はその解釈の仕方にあります」と記された上
で，「不自然な」呼吸が否定され「自然な腹式呼吸」が推奨されている（24）。呼吸法は習得の目指され
るものであるが，ここで目指される呼吸のあり方は「自然な」ものと見なされている。
A吹奏楽部の別の日の合奏の中では，P先生によって「自然」に演奏することが繰り返し求められ
ていた。この日は年明け最初の練習日であり，数日間生徒たちが楽器を練習していないことが想定さ
れる日であった。楽曲の練習に先立って行われる「基礎合奏」を進める中で P先生は「楽器ずっと
吹いてなかったろうから」と述べ，そのために音が出にくいとしても「無理やり出さない」ようにと
言う。そして「自然に吹く」ように指示する。「無理やりだした音がいい音のはずがありません」と
P先生は言い，「一番いい姿勢」をして，「一番いい音」を狙って，「自然な息で」，「自然な姿勢」で
演奏することが必要であると説く。こうした論点が合奏が進められる中で繰り返されるが，その上で
「自然にって抽象的」だから，「何が自然か探さなくてはならない」と P先生は述べる（25）。
生徒によって出される音は「無理やり」出した音として位置づけられうるもので，ハビトゥスが理
想的な音を出すようには必ずしも「自然な」実践を生み出さない。これに対して「自然な息で」，「自
然に吹く」ことが求められている。呼吸法は身につけて初めて自然になるのであり，未熟なハビトゥ
スにとっては探す必要のあるものである。フーコーが述べるように規律・訓練的な権力の技術は「力
を保持し持続の座である自然な身体」，「みずから秩序・時間・内的条件・構成要素をそなえる種別化
された作業をいとなみうる身体」をもたらす（26）。このような身体はハビトゥスを内面化した身体と
してみなすこともできる。自然さとは無為のものではなく，意図的に習得されていくものである。ブ
ルデューはハビトゥスが「身体化され，自然となり，そこからして，そのものとしては忘却された歴
史である」としている（27）。習得されたハビトゥスにとって自然さが何であるかは自然には認識され
ない。しかし未熟な状態では意識的な訓練の反復によって「何が自然か探す」必要がある。
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呼吸練習は意識的に自然さを「探す」ものであると言えるが，他方で自然な呼吸は意識されずにな
されて初めて自然であると言うことができる。この意味で自然さの習得は忘却を伴うものである。ハ
ビトゥスは歴史的なものであるとともにその習得は歴史の忘却である。習得されたハビトゥスが「自
然な」実践を生み出す時，その習得の規律・訓練性は忘却されている。呼吸法は規律・訓練的なプロ
セスを経て習得されるものであるが，吹奏楽の指導者の立場からは，呼吸は「自然な」ものと表現さ
れる。ブルデューの述べるようなハビトゥスを内面化した主体にとって，規律・訓練によって習得さ
れる自然さは自明視され通常認識されない。しかし教育の途上にある「未熟なハビトゥス」はそう
いった自然さの忘却の途上にあるために，そこでは「無理やり」出されるような吹奏や，「不自然な」
呼吸が見出される。「未熟なハビトゥス」が介在する練習という場においては，「自然さ」は自明視さ
れながらも，それが習得する必要のあるものであることは完全に忘却されるわけではなく，教育的働
きかけを行う側も「自然さ」についての言及を伴うことになる。このようにして，意識的に自然な呼
吸を「探す」ように求められるという契機が生じる。
また，吹奏楽の実践において「自然」な演奏が求められるのは，一番いい音を出すためであった。
ここでは音を出す方法が自然である場合，結果としての出された音は理想的ということになる。だか
らこそ「無理やり出された音」が良い音のはずがないことは自明とされ，「吹奏楽界」において「自
然な音」が良い音であることの条件となっていることを見てとることができる。身につけられたもの
が自然になるという規律・訓練性と自然さの根本的な結びつき自体はフーコーがすでに指摘している
ことであるが，そのような「自然さ」は，教育制度においてそれ自体ひとつの理想をあらわす指標と
して表現されるものでもある。
????
本稿では，ブルデューの〈界〉概念に基づいた「吹奏楽界」について，A吹奏楽部のフィールドワー
クに見られた実際の実践のあり方を参照し，特に呼吸練習に焦点を当てながら，そこで目指される音
が規律・訓練によってもたらされる「自然な」奏法によって可能になるという論理を見てきた。教育
との結びつきとともにある「吹奏楽界」における実践は，吹奏楽部の生徒たちによって担われている。
言い換えるならハビトゥスの習得過程にある生徒たちの「未熟なハビトゥス」によって生み出されて
いる。「自然さ」の習得過程は忘却されるものであるが，それは習得の過程自体であるところの練習
の場においては「探される」ものとなる。「吹奏楽界」における A吹奏楽部の練習では「吹奏楽コン
クール」での「いい成績」が目指され，それとともに「いい演奏」，したがって「自然な」音を出す
ことのできる適切なハビトゥスを身につけること自体が目指されている。「吹奏楽界」では，「自然さ」
自体が目指されるイルーシオとして見出される。
ブルデュー自身は〈界〉の分析において前―ハビトゥス的な実践を明示的には考慮していないが，
本稿では「未熟なハビトゥス」の実践をふまえ考察してきた。「未熟さ」は前―自然的な状態として
記述することができる。教育制度が介在する領域を分析するにあたって，「未熟なハビトゥス」と「自
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然さ」の関係は示唆的である。「未熟なハビトゥス」のあり方は吹奏楽部の活動に限られないだろう。
規律・訓練と未熟さが関わる領域では，教育的労働を通して「自然さ」の習得が目指されることにな
る。すでに習得されたハビトゥスにとって，「自然さ」が習得されたものであることは，忘却された
ものであるが，未熟なハビトゥスに目を向けることで忘却されたはずの規律・訓練性がどのように作
用しているかを見ることができるだろう。
日本における「吹奏楽界」の成立時点から「自然な」呼吸を実現する呼吸練習が確立していたわけ
ではない。また先に触れたように，具体的な練習の方法は改変されうるものであり，現在の練習方法
自体も完成されたものとしてみなされているわけではない。「吹奏楽界」における規律・訓練的なア
マチュアのあり方はより良い音や演奏を求めて，あるいはイルーシオに適う形で合理化の過程にある
ものだと言える。この意味で本稿で示してきたことは，「吹奏楽界」を歴史的に見るならば，必ずし
も普遍的に当てはまるものではない。それゆえ「吹奏楽界」についてのさらなる理解を深めるために
は，このような規律・訓練的なアマチュアの音楽として成立している〈界〉の歴史的な変遷を検討す
る必要がある。この点については今後の課題とする。
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